
提

出

者

阿

部

知

子

平
成
十
六
年
六
月
十
六
日
提
出

質

問

第

二

〇

一

号

年
金
制
度
の
根
幹
と
信
頼
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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年
金
制
度
の
根
幹
と
信
頼
に
関
す
る
質
問
主
意
書

年
金
不
信
は
国
民
の
一
般
的
な
感
情
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
。
今
回
の
年
金
改
革
で
は
、
本
来
は
国
会
で
十
分
、
論
議
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
問
題
が
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
た
。
内
閣
に
対
し
、
誠
実
か
つ
迅
速
な
答
弁
を

求
め
た
い
。

�

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て

（
�
）

年
金
資
金
運
用
基
金
を
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
に
組
織
再
編
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
は
、
い
つ

い
か
な
る
場
面
だ
っ
た
か
。

（
�
）

官
邸
で
開
か
れ
た
特
殊
法
人
改
革
推
進
本
部
参
与
会
議
で
は
、
「
年
金
資
金
運
用
基
金
の
改
革
案
」
に
対
し
て
、

賛
成
・
反
対
含
め
て
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
。
と
り
わ
け
株
式
運
用
に
つ
い
て
慎
重
論
が
出
た
よ
う
だ
が
、

厚
生
労
働
省
の
説
明
に
対
し
て
懸
念
を
示
し
た
参
与
の
納
得
・
賛
同
は
得
ら
れ
た
の
か
。

（
�
）

社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
、
及
び
運
用
分
科
会
で
は
「
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
」
へ
改
組
す
る

案
を
い
つ
論
議
し
た
の
か
。
部
会
な
い
し
分
科
会
の
了
承
は
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
説
明
と
質
疑
応
答
だ
け

だ
っ
た
の
か
。
各
界
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
審
議
会
の
部
会
・
分
科
会
で
、
年
金
積
立
金
の
管
理
・
運
用
に
関
わ

一



る
組
織
形
態
の
変
更
は
、
重
要
検
討
事
項
で
は
な
い
の
か
。

（
�
）

そ
も
そ
も
、
年
金
福
祉
事
業
団
が
年
金
資
金
運
用
基
金
（
〇
一
年
四
月
）
に
衣
替
え
を
し
た
理
由
を
振
り
返
る

と
、
「
年
金
積
立
金
の
自
主
運
用
に
あ
た
り
、
厚
生
大
臣
か
ら
寄
託
さ
れ
た
資
金
の
管
理
及
び
運
用
を
行
う
専
門
機

関
と
し
て
、
年
金
資
金
運
用
基
金
を
設
立
し
、
そ
の
責
任
体
制
の
明
確
化
及
び
専
門
性
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
運

用
実
績
等
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
の
公
開
に
よ
り
年
金
資
金
運
用
の
透
明
性
を
確
保
す
る
」
（
九
九
年
七
月
厚
生
省

『
年
金
資
金
運
用
基
金
法
案
』
提
案
理
由
説
明
）
と
あ
る
が
、
今
回
提
出
の
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人

法
案
の
提
案
理
由
説
明
に
は
「
専
門
性
の
徹
底
及
び
責
任
体
制
の
明
確
化
を
一
層
図
る
観
点
か
ら
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
違
い
は
「
一
層
」
と
い
う
言
葉
が
加
わ
っ
た
程
度
だ
が
、
年
金
資
金
運
用
基
金
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の

か
。

（
�
）

年
金
資
金
運
用
基
金
に
は
今
年
四
月
一
日
現
在
、
百
四
十
三
名
の
職
員
が
い
る
。
近
藤
純
五
郎
理
事
長
は
、
一
九

九
四
年
か
ら
九
六
年
ま
で
年
金
局
長
、
〇
一
年
一
月
か
ら
〇
二
年
八
月
ま
で
事
務
次
官
を
つ
と
め
た
後
、
年
金
資
金

運
用
基
金
に
天
下
っ
て
い
る
。
環
境
庁
官
房
長
を
つ
と
め
た
丸
山
晴
男
理
事
も
厚
生
省
か
ら
の
天
下
り
組
。
柏
崎
澄

雄
監
事
に
い
た
っ
て
は
、
厚
生
省
退
職
後
に
破
綻
し
た
農
業
者
年
金
基
金
の
理
事
を
経
て
〇
二
年
七
月
か
ら
非
常
勤

二



で
勤
め
て
い
る
。
い
っ
た
い
年
金
資
金
運
用
基
金
に
は
過
去
、
年
金
福
祉
事
業
団
の
時
代
か
ら
何
人
の
天
下
り
組
が

い
た
の
か
。
中
央
省
庁
か
ら
地
方
に
出
向
し
て
、
そ
の
ま
ま
早
期
退
職
す
る
ケ
ー
ス
も
含
め
て
、
お
答
え
い
た
だ
き

た
い
。

（
�
）

現
在
の
基
金
、
な
ら
び
に
過
去
の
年
金
福
祉
事
業
団
の
時
代
に
、
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど
金
融
機
関
出
身
の
職
員

は
何
人
い
た
か
。
民
間
金
融
機
関
出
身
の
職
員
（
出
向
も
含
む
）
の
数
と
配
置
さ
れ
た
部
署
名
、
な
ら
び
に
出
身
企

業
名
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

厚
生
労
働
省
、
社
会
保
険
庁
を
は
じ
め
と
し
た
国
の
機
関
、
な
ら
び
に
地
方
公
共
団
体
、
特
殊
法
人
、
公
益
法
人

か
ら
の
出
向
者
は
、
年
金
福
祉
事
業
団
の
時
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
何
人
い
た
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
と
ど

こ
か
ら
出
向
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

独
立
行
政
法
人
の
独
立
性
に
つ
い
て

（
�
）

財
政
投
融
資
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て
、
〇
八
年
度
に
は
積
立
金
の
全
額
を
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人

が
運
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
巨
額
投
資
機
関
の
責
任
体
制
は
ど
の
よ
う
に
明
確
に
な
る
の
か
。

基
金
は
理
事
長
一
人
、
理
事
二
人
、
監
事
一
人
と
い
う
構
成
で
、
新
法
人
は
理
事
長
一
人
、
理
事
一
人
、
監
事
二

三



人
と
な
る
。
さ
ら
に
新
法
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
導
・
監
督
を
離
れ
て
、
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
中
期
目
標
に

そ
っ
て
自
立
性
・
独
立
性
を
高
め
て
国
内
外
の
債
券
・
株
式
運
用
に
乗
り
出
す
。
日
銀
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
巨
大
金

融
機
関
に
し
て
は
、
お
そ
ろ
し
く
貧
弱
な
体
制
と
言
え
な
い
か
。
新
法
人
の
中
に
つ
く
ら
れ
る
運
用
委
員
会
は
、
日

銀
の
政
策
委
員
の
よ
う
な
も
の
だ
―
―
と
年
金
局
は
説
明
し
て
い
る
が
本
当
か
。

（
�
）

運
用
委
員
会
は
提
案
直
前
ま
で
、
投
資
委
員
会
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
官
邸
で
の
参
与
会
議
で
も
、
「
運
用
責
任
を

理
事
長
に
一
元
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
投
資
委
員
会
を
は
っ
き
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
も
の
と
す
べ
き
」
と
い
う
指

摘
が
出
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
投
資
委
員
会
、
現
在
の
運
用
委
員
会
の
性
格
は
曖
昧
で
は
な
い
か
。
巨
額
の
管
理

運
用
業
務
に
つ
い
て
は
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
第
十
五
条
第
四
項
で
「
管
理
運
用
業
務
に
関

し
、
理
事
長
の
諮
問
に
応
じ
て
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
理
事
長
に

建
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
建
議
」
と
は
何
か
。
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
意
味
か
。
そ
の
意
見
と
は
参
考
意
見
の
表
明
で
あ
っ
て
、
方
針
の
議
決
な
ど
決
定
権
限
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

（
�
）

す
る
と
、
改
正
日
銀
法
に
根
拠
を
持
つ
政
策
委
員
と
は
だ
い
ぶ
違
う
。
た
と
え
ば
日
銀
総
裁
・
二
人
の
副
総
裁
も
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含
め
て
六
人
の
政
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
国
会
同
意
人
事
を
必
要
と
す
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
試
算
に
よ
る
と
将

来
三
百
兆
円
を
超
え
る
資
金
を
扱
う
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
理
事
長
・
理
事
・
監
事
な
ら
び
に
年

金
局
が
日
銀
政
策
委
員
に
た
と
え
た
運
用
委
員
は
、
国
会
同
意
人
事
は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

（
�
）

巨
額
の
資
金
を
扱
う
金
融
機
関
に
、
国
会
同
意
人
事
も
経
る
こ
と
の
な
い
独
立
行
政
法
人
制
度
は
な
じ
む
の
か
。

（
�
）

運
用
委
員
会
の
権
限
は
「
建
議
」
ま
で
で
あ
れ
ば
、
年
金
積
立
金
百
五
十
兆
円
の
運
用
に
あ
た
っ
て
「
株
式
等
の

投
資
割
合
決
定
」
の
権
限
は
理
事
長
た
だ
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
理
事
長
に
責
任
が
あ
る
の
は
明
確
だ

が
、
当
面
百
五
十
兆
円
か
ら
将
来
二
百
兆
か
ら
三
百
兆
円
の
運
用
の
鍵
を
一
人
で
握
る
巨
大
投
資
機
関
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。

（
�
）

金
融
機
関
を
除
い
た
公
的
機
関
は
、
首
都
機
能
の
分
散
方
針
に
も
と
づ
い
て
首
都
圏
に
配
置
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
新
法
人
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
や
住
宅
融
資
も
廃
止
・
撤
退
し
て
、
債
券
・
株
式
の
運
用
に
専
念
す
る
の
だ
か
ら

新
法
人
は
金
融
機
関
そ
の
も
の
と
い
え
る
。
な
ら
ば
新
法
人
の
主
た
る
事
務
所
を
あ
え
て
神
奈
川
県
横
浜
市
に
す
る

の
か
、
伺
い
た
い
。

�

独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
直
前
の
六
兆
三
千
億
円
の
一
括
立
替
え
払
い
に
つ
い
て
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（
�
）

新
法
人
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）
が
発
足
す
る
前
に
、
年
金
資
金
運
用
基
金
が
財
政
投
融
資
か

ら
借
り
入
れ
て
い
る
六
兆
三
千
億
円
を
財
政
投
融
資
に
一
括
立
て
替
え
払
い
を
す
る
こ
と
が
参
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
の
審
議
の
さ
な
か
明
ら
か
に
な
っ
た
。
年
金
積
立
金
を
少
な
く
と
も
四
兆
六
千
億
円
近
く
取
り
崩
す
の
は
間
違
い

な
い
。
し
か
も
、
そ
の
法
的
根
拠
と
は
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
附
則
第
二
条
第
二
項
「
出
資
及
び

交
付
金
の
交
付
を
行
う
も
の
と
す
る
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
だ
け
重
要
な
事
柄
を
、
政
府
は
国
民
な
ら
び
に
国
会

に
事
前
説
明
し
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

（
�
）

こ
の
巨
額
の
積
立
金
か
ら
の
立
て
替
え
払
い
は
、
な
ぜ
事
前
の
法
案
説
明
か
ら
抜
け
落
ち
た
の
か
。
法
案
説
明
の

際
に
、
政
府
は
国
会
議
員
に
対
し
て
「
要
点
」
や
「
概
略
」
を
示
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
作
成
し
説
明
を
重
ね
る
の
が
常

だ
が
、
「
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
案
」
に
つ
い
て
の
資
料
に
は
、
ど
こ
に
も
そ
の
よ
う
な
記
載
は

見
当
た
ら
な
い
。
ま
さ
か
、
四
、
五
兆
円
の
積
立
金
を
動
か
す
の
は
厚
生
労
働
省
の
裁
量
だ
と
い
う
慢
心
が
あ
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
。
説
明
を
省
い
た
の
は
意
図
的
な
情
報
隠
し
で
は
な
い
か
。

（
�
）

与
党
の
関
係
者
だ
け
に
説
明
し
、
野
党
の
法
案
説
明
時
に
は
説
明
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
野
党
議
員
に
は

「
聞
か
れ
れ
ば
答
え
た
」
と
い
う
姿
勢
は
、
年
金
関
連
法
案
の
審
議
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
最
低
限
の
情
報
を
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公
開
す
る
義
務
を
政
府
が
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
自
ら
証
明
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

（
�
）

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
年
金
局
長
の
説
明
に
あ
っ
た
「
年
金
資
金
運
用
基
金
に
一
兆
七
千
億
円
の
資
金
が
あ

る
、
六
兆
三
千
億
円
か
ら
差
し
引
く
か
ら
四
兆
六
千
億
円
の
取
り
崩
し
で
す
む
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。
こ
の
一
兆
七
千
億
円
と
い
う
の
は
、
年
金
資
金
の
運
用
の
た
め
に
財
政
投
融
資
を
通
し
て
年
金
住
宅
融
資
に

投
下
さ
れ
、
利
息
を
と
も
な
っ
て
返
済
さ
れ
、
や
が
て
年
金
積
立
金
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
、

年
金
資
金
を
活
用
し
て
福
祉
還
元
す
る
か
ら
年
金
住
宅
融
資
と
呼
ぶ
の
で
は
な
い
の
か
。
一
兆
七
千
億
円
も
含
め

て
、
財
政
投
融
資
に
一
括
立
て
替
え
払
い
す
る
年
金
資
金
は
総
額
六
兆
三
千
億
円
で
は
な
い
の
か
。

（
�
）

財
政
投
融
資
に
対
し
て
の
繰
り
上
げ
一
括
返
済
を
す
る
六
兆
三
千
億
円
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
事
業
な
ら
び
に
年

金
住
宅
融
資
事
業
等
の
損
失
確
定
額
は
い
く
ら
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
六
兆
三
千
億
円
の
内
訳
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
�
）

厚
生
労
働
省
の
『
福
祉
還
元
事
業
に
要
し
た
総
費
用
の
状
況
』
（
試
算
）
に
よ
る
と
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
事
業
の
確

定
損
失
六
百
八
十
一
億
円
、
含
み
損
最
大
千
二
百
三
十
三
億
円
、
財
政
投
融
資
償
還
利
息
千
五
百
九
十
四
億
円
、
維

持
管
理
費
二
百
九
十
億
円
計
三
千
七
百
九
十
八
億
円
と
あ
る
。
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グ
リ
ー
ン
ピ
ア
事
業
の
最
新
の
損
失
確
定
額
と
、
今
回
の
一
括
立
て
替
え
払
い
で
処
理
す
る
予
定
額
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

（
�
）

前
出
の
厚
生
労
働
省
「
試
算
」
に
よ
れ
ば
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
事
業
に
お
い
て
今
後
、
必
要
と
な
る
経
費
の
総
額
は

八
百
五
十
四
億
円
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
財
政
投
融
資
償
還
元
金
が
六
百
八
億
円
、
償
還
利
息
が
百
八
十
九
億
円
、

維
持
管
理
費
五
十
七
億
円
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
法
案
審
議
中
に
私
た
ち
に
厚
生
労
働
省
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
数

値
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
財
政
投
融
資
償
還
元
金
と
し
て
四
百
億
円
で
あ
っ
た
。
元
金
の
約
二
百
億
円
の
違
い
は
ど

こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
。
最
新
の
正
確
な
状
況
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

年
金
住
宅
融
資
の
移
管
と
処
理
に
つ
い
て

（
�
）

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
年
金
局
長
は
、
「
年
金
住
宅
融
資
に
つ
い
て
転
貸
法
人
の
融
資
に
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト

保
証
を
し
て
い
て
、
年
金
資
金
運
用
基
金
に
対
し
て
銀
行
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
保
証
し
て
い
て
珍
し
い
こ
と
に
一
〇

〇
パ
ー
セ
ン
ト
保
証
」
と
説
明
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
基
金
が
公
表
し
て
い
る
要
リ
ス
ク
債
権
千
百
十
七
億
円
は
存

在
し
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
保
証
で
、
リ
ス
ク
ゼ
ロ
な
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
要
リ
ス
ク
債

権
が
存
在
す
る
の
か
。

八



（
�
）

も
し
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
保
証
付
き
で
あ
れ
ば
、
年
金
住
宅
融
資
の
回
収
事
業
を
移
管
す
る
福
祉
医
療
機
構
に

債
権
譲
渡
す
る
際
に
、
年
金
積
立
金
の
一
括
立
て
替
え
払
い
は
不
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
�
）

前
出
の
「
試
算
」
に
よ
れ
ば
「
被
保
険
者
住
宅
等
融
資
事
業
」
の
赤
字
額
は
、
最
終
的
に
九
千
三
百
二
十
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
損
失
は
、
六
兆
三
千
億
円
の
一
括
立
て
替
え
払
い
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
含
ま
れ
て
い
な
い

と
す
れ
ば
、
ど
こ
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

（
�
）

転
貸
民
法
法
人
が
次
々
と
解
散
し
て
い
る
。
秋
田
、
山
形
、
福
島
、
新
潟
、
福
井
、
岐
阜
、
鳥
取
、
福
岡
、
佐

賀
、
大
分
、
鹿
児
島
と
続
々
解
散
し
て
き
て
い
る
法
人
が
あ
る
。
解
散
し
た
転
貸
法
人
の
融
資
残
高
は
、
五
千
五
百

九
十
五
億
円
と
厚
生
労
働
省
は
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
散
法
人
の
融
資
残
高

は
、
一
括
返
済
さ
れ
て
年
金
資
金
運
用
基
金
に
払
い
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

（
�
）

個
人
の
繰
り
上
げ
返
済
も
あ
る
。
年
金
資
金
運
用
基
金
は
財
政
投
融
資
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
資
金
を
借
り
、
財

投
金
利
を
つ
け
て
返
済
し
て
い
く
約
束
だ
っ
た
。
一
方
、
長
期
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
利
息
つ
き
で
元
金
を
返
済
す
る
は

ず
の
人
た
ち
が
「
一
括
返
済
」
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
後
の
利
子
収
入
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
で
財
政

投
融
資
に
対
し
て
年
金
資
金
運
用
基
金
は
、
元
金
と
金
利
を
支
払
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
一
括
返
済
」
が

九



増
え
る
分
だ
け
今
後
と
も
利
息
収
入
が
見
込
め
な
い
財
政
投
融
資
へ
の
支
払
い
金
利
が
膨
ら
み
、
年
金
積
立
金
か
ら

利
子
を
補
給
し
つ
づ
け
る
―
―
こ
う
し
た
構
造
に
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
い
か
。

（
�
）

新
規
融
資
を
停
止
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
ら
利
子
収
入
も
止
ま
る
の
で
、
あ
と
は
過
去
の
融
資
事
業
失
敗
（
逆
ざ

や
等
）
の
後
始
末
が
残
る
。
そ
の
処
理
が
、
保
証
金
九
千
億
円
で
は
な
い
の
か
。
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
は

「
一
括
立
て
替
え
払
い
六
兆
三
千
億
円
の
中
に
、
逆
ざ
や
分
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
、
年
金
局
長
の
答

弁
が
二
転
三
転
し
た
。
正
確
に
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
�
）

一
括
立
て
替
え
払
い
六
兆
三
千
億
円
に
含
ま
れ
る
保
証
金
九
千
億
円
の
算
出
の
根
拠
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
そ
の
保
証
金
に
含
ま
れ
る
年
金
住
宅
融
資
に
関
す
る
金
額
と
算
出
根
拠
を
明
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
�
）

被
保
険
者
住
宅
資
金
の
融
資
事
業
に
お
け
る
〇
二
年
度
以
降
の
年
度
別
融
資
件
数
、
融
資
残
高
、
延
滞
残
高
、
延

滞
件
数
、
延
滞
率
を
六
か
月
未
満
と
六
か
月
超
の
延
滞
債
権
に
分
け
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

厚
生
労
働
省
・
社
会
保
険
庁
関
係
者
の
天
下
り
・
渡
り
鳥
に
関
し
て

（
�
）

厚
生
労
働
省
年
金
局
や
社
会
保
険
庁
、
社
会
保
険
庁
各
地
方
社
会
保
険
事
務
局
、
各
社
会
保
険
事
務
所
の
出
身
者

で
、
厚
生
労
働
省
及
び
環
境
省
認
可
の
公
益
法
人
に
天
下
り
、
渡
り
鳥
を
し
て
い
る
前
会
長
、
理
事
長
、
全
理
事
、

一
〇



全
監
事
、
全
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
終
官
職
と
そ
の
ひ
と
つ
前
の
官
職
を
〇
二
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

（
�
）

前
記
の
対
象
者
の
退
官
時
退
職
金
、
現
在
の
法
人
で
の
月
間
報
酬
と
年
間
報
酬
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

こ
れ
ら
天
下
り
・
渡
り
鳥
に
対
す
る
政
府
の
所
見
お
よ
び
対
応
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

一
一


